
-

と
あ
る
。
佐
畔
新
川
町
や
-M
川
か
ら
上
げ
た
加
で
あ
る

放
に
、
一兆木
uvu
お
と
抑
制
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
後
附

に
は
そ
の
地
名
。
か
紛
え
た
。

モ
ト
サ
ヲ
ジ
シ
ヨ
故
作
事
所

今
の
金
得
策
六

川
内
の
地
で
、
そ
こ
に
作
郁
朗
を
述
て
た
の
は
前
川

利
市
の
泌
後
で
あ
っ
た
。
官
家
見
附
必
に
、『
瓜
治
二

年

b
n作
駅
間
山
を
拠
村
河
内
陸
放
前
の
問
屋
敷
へ
被

移
述
、
今
の
市
山
地
上
の
御
平
地
n
E
也。
』
と
見
え
、
後

延
従
凹
年
九
月
の
的
記
に
、
故
作
問
中
加
に
盛
放
を
建

て
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
再
び
前
に
作
駅
聞
の

あ
っ
た
城
内

へ
附
加
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ト
タ
キ
ダ
ニ

元
自
制
谷

倒
的
柑
制
谷
に
在
る
。

能
常
総
に
、『
寺
門
妙
成
寺
)
よ
り
七
八
川
刷
出
に
元
細
谷

と
い
ふ
所
あ
り
。
此
加
に
釆
問
問
出
蚊
と
て
陪
民
間
山
の

古
跡
あ
り
。
』
と
あ
る
。
日
東
の
限
目
印
刷
が
あ
っ
た
か

ら
と
て
、
一
先
制
谷
と
い

・ぬ
の
は
材
し

い
。
さ
れ
ば
と

て
橋
谷
寺
印
ち
妙
成
寺
が
、
そ
こ
か
ら
今
の
時
間
に
料

じ
た
の
で
も
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

モ
ト
ナ
ナ
ヲ

務
七
尾
前
川
利
一
品
能
吸
入
部
の

初
七
他
械
に
日
り
、
や
が
て
折
口
に
抄
っ
て
そ
れ
を

七
厄
と
糾
し
た
か
ら
、
前
の
城
下
を
m
m
七

M
X
は
本

七
地
と
い
ふ
。
的
七
地
の
剖
に
起
っ
た
部
協
が
、
今

町
古
城
及
び
首
脳
耐
酬
で
あ
ら
う
o

J
ナ
ナ
ヲ
ジ
ヨ
ウ

レ
U

首
城
。

モ
ト
ニ
ヨ
ラ
イ
ジ
マ

チ

元

如
来
寺
町

金
持
の

前
川
%
。
初
め
如
来
寺
町
と
呼
ん
だ
。
一
兆
級
九
年
の

地
子
川
肝
煎
裁
前
附
に

『
木
紛
町
・如
来
寺
町
』
と
あ

っ
て
、
似
体
旧
巾
ま
で
如
旅
寺
の
あ
っ
た
同
別
で
あ
る
。

今
卯
民
同
州
に
幽
す
る
。

モ
ト
ネ
プ

本
根
布

河
北
部
引
上
庇
の

mE町で
、

も
と
阿川
で
附
の
北
拙
に
近
か
っ
た
が
、
向川
端
，
崎
の

授
肢
に
つ
れ
て
詮
に
倒
辿
針
す
る
に
蚕
っ
た
か
ら
、

明
治
九
年
十

一
月
二

ωを
併
せ
て

向川
匂
附
と
抑
制
す

モ
ト
ヨ
シ

本
吉

布
川
部
長
民
住
に
邸
す
る
部

首
問
。
手
取
川
の
河
口
に
在
る
。
組
問
円
引
三
州
芯
に
、

木
古
田
の
約
名
を
燦
禄
と
い
う
た
の
で
、
今
も
際
問
持
山

王
制
が
あ
る
。
後
際
環
村
と
ハ
サ
湯
村
と
を
併
せ
、

山
正
の
別
問
一苅
音
寺
の
脱
を
採
っ
て
元
宮
口
と
名
づ
け

た
の
が
、
後
に
本
音
に
同
盟
じ
た
の
で
あ
る
と
し
て
居

る。

正
保
の
高
辻
艇
に
は
般
に
本
音
と
記
せ
ら
れ
、

放
郎
元
年
町
裕
行
を
位
い
て
本
音
問
と
な
り
、
明
治

る
こ
と
に
し
た
。

モ
ト
ホ
リ
シ
ョ
ウ

本
甥
庄

商
大
寺
白
川則
前
記

制
服
従
泊
十
一
年

十
二
且
に
江
沼
樹
木
則
前
昨
が
あ
っ

て
、
日
時
間
寺
領
主
あ
っ
た
が
、
そ
の
付
何
夜
明
ら

か
で
な
い
。

モ
ト
ム
ラ
ヰ
ジ
ン
ジ
ヤ
本
村
井
紳
社

石
川
郡

村
引
に
在
る
。
延
町
山
式
耐
各
帳
に
、
モ
ト
ム

ラ
ノ
ヰ

と
訓
ず
る
も
の
は
非
で
あ
ら
う
。
式
内
等
山
由
枇
但
に
、

『
木
村
刻
一
抑
制
。
式
内
一
刷
。

山
応
郷
村
到
村
銀
座
。

祭
制
少
彦
名
命
。
今
抑
制
思
春
日
大
明
制
一
』

加
越
能
巡

跡
絡
に
、『
村
引
釦
の
内
に
巾
祭
倒
と
巾
同
地
有
。
岡

村
に
在
日
明
耐
の
枇
有
。
苛
此
祉
に
能
有
之
。
以
巾

禦
川
と
巾
山
地
有
之
に
て
、
今
以
巾
柴
山
と
云
。
』
な

ど
L
M
比え
、
X
加
れ
市
跡
考
に
、
今
は
金
保
野
川
副

明
の
跡
明
多
川
氏
の
持
一
呂
で
、
春
日
明
耐
と
い
ふ
と

あ
る
。
本
村
井
と
い
ふ
の
は
、
岡
村
の
組
内
に
刷
出
し

て
、
そ
の
松
村
を
指
し
た
の
で
あ
ら
う
。

モ
ト
ヤ

7
yン
パ

チ

本
山
新
八

大
場
寺
滞
士
。

初
白
幸
之
助
。
お
氷
二
年
三
周
袋
町
を
制
的
し
、
政

三
十
五
山
川
を
4
1
け
た
。
明
治
ご
年
以
降
大
出
寺
務
更

と
な
白
、
四
年
二
月
縦
少
邸
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
同

年
秩
か
ら
民
民
に
不
穏
の
感
動
を
な
す
も
の
あ
b
、

そ
の
際
新
入
の
池
Jd
す
る
開
山
容
れ
ら
れ
ず
、
十

一
且

詠
一
に
暴
動
化
し
た
の
で
、
自
ら
資
任
を
岡
山
じ
制
限
し

た。

の
後
真
に
安
川
町
と
改
め
た

0
4
ミ
カ
ハ
市
古
川
。

モ
ト
ヨ
シ
コ
ウ

本
吉
港
』
ミ
カ
ハ
コ
ウ

山古

川
能。モ
ト
ヨ
シ
サ
ツ

本
吉
札

石
川
郡
本
音
で
は
、

天
保
中
町
奉
行
間
開
搾
六
左
衛
門
在
役
の
問
、
山
椛
の
前

可
を
得
て
初
め
て
銭
札
を
製
議
活
用
し
た
。
そ
の
続

烈
に
十
文
札
・
二
十
文
札
・三
十
文
札
・五斗
l

文
札・
百

文
札
・二
百
文
札
が
あ
っ
た
。
文
俊
郎
来
年
木
菅
波

裁
前
一一
品
林
係
兵
衛
の
在
役
中
、
新
銭
札
緩
行
の
前
可

を
得
、
明
治
元
年
七
且
榔
治
局
か
ら
そ
れ
を
出
し
た

が
、
五
年
に
京
っ
て
釘
却
せ
ら
れ
た
。

モ
ト
ヨ
シ
シ
ン

本
吉
新
石
川
部
長
屋
住
に
屈

す
る
惚
訴
。

モ
ト
ヨ
シ
Z
ナ
ト
ザ
イ
キ
ヨ

本
吉
渓
裁
許

石

川
柿
本
音
の
米
品
川
は
、
際
安
元
年
小
祁
丸
右
術
門

・

神
崎
消
左
術
門
の
奉
行
と
な
っ
た
に
初
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
吉
筏
裁
許
と
な
っ
た
の
は
承
郎
元
年
小
塚

長
兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
に
起
り
、
明
M
m
三
年
拠
出
惣
左

衛
門
が
加
。
、
長
兵
衛
は
江
文
十
二
年
に
死
し
、
惣

左
衛
門
は
延
資
先
年
に
死
ん
で
、
そ
の
跡
に
問
訟
兵

左
衛
門
が
代
。
、
後
附
ま
で
一
人
役
と
な
っ
た
。

モ
ト
ヨ
シ
ヤ
ヤ
エ
モ
ン

本
吉
居
間開
右
衛
門

金

制仰の
町
人
。
見
文
四
年
越
前
屋
孫
兵
衛
に
代
っ
て
印
刷

座
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
元
政
十
五
年
十
二
且
サ
入
日

発
ぜ
ら
れ
、
技
永
六
年
七
月
廿
六
日
夜
し
た
。

モ
ト
ヲ
リ

本

折

能

楽
部
小
松
の
内
の
地
名
。

廻
川
間
続
氾
に
、『
も
と
を
り
を
通
り
侍
り
け
る
に
、
・入

の
き
ぬ
を
織
り
け
る
を
見
て
、
た
れ
か
も
と
お
り
そ

め
つ
ら
ん
よ
ろ
こ
び
を
く
は
ふ
る
凶
の
き
ぬ
の
た
て

ぬ
き
』
と
あ
り
、
永
職
五
年
四
且
の
文
部
に
は
、
本

折
村
が
今
ま
で
商
都
築
の
知
行
で
あ
っ
た
の
を
、
子

細
あ
っ
て
幕
府
御
料
開
山
に
し
た
と
見
え
る
o
越
程
賀

ニ
州
志
に
、
音
は
小
法
則
の
下
日
制
の
方
を
小
校
と

い
ひ
、

上
口
三
日
市
川
の
方
を

本
折
と
い
う
た
の

で
、
今
南
側
の
街
路
に
本
折
切
の
名
が
あ
る
と
犯
す

る
o
小
松
多
太
耐
枇
の
殴
安
二
年
四
且
十日
1
H附
則

田
利
慌
の
制
札
に
、
『
小
法
入
前
宮
廷
子
在
所
者
、

木
折
揃
仲
村
・向
本
折
村
云
々
』
と
あ
ろ
も
の
是
で
あ

り
、
向
木
折
村
は
本
折
仙
怖
の
商
に
制
糾
刊
す
る
。

モ
ト
ヲ
リ
ウ
ヂ
本
折
氏

問
Mm家
文
引
い
務
官
同
f
ん

年
十
二
且

H
凶
日
制
川
右
京
大
夫
符
之
利
川
口
に
、『
本

折
但
山
内
入
滋
(
久
子
打
入
加
到
同
云
々
、
一千
日
合
力
山

川
筑
後
人
泊
可
彼
致
印
刷
節
之
剛
腕
彼
仰
下
也
o』V
A
文

安
二
年
七
且
十
日
細
川
右
京
大
夫
勝
元
判
自
に
、『
山

根
次
郎
叫
山
本
折
以
下
治
山
訓
郡
、
被
仰
山
傑
介
海
一UM

吃
。
』
と
あ
ふ
り、

χ
白
山
宮
前
川
即
悩
巾
記
録
文
明
六
年

七
且
引
六
日
に
木
折
柏
町刷の府
引
が
見
え
る
。
そ
の
仙

官
地
論
↑仙
凶
w
m
M
叫
の
僚
に
は
、
日
銀
政
相
刷
の
隠
本
祈

越
前
守
が
除
人
と
な
っ
て
斬
ら
れ
た
と
あ
る
。

モ
ト
ヲ
リ
グ
チ

本
折
口

籾
釘
義
授
の
岡
山
伏
氷

椴
七
年
十
且
三
日
附
似

m
x四
郎
宛
の
も
の
に、
『
去

且
十
七
日
於
加
利
一
附
能
楽
部
本
折
口
合
職
之
川
口
一

討
制
一
E

A

O
』
と
あ
る
。
本
折
口
は
小
松
川
の

m
m

で
、
こ
の
判
出
付
永
敵
七
年
の
も
の
で
あ
ら
う
。

モ
ト
ヲ
リ
サ
ン
J
ウ
シ
ヤ

本
折
山
王
位

能
尖

部
小
松
に
銀
座
す
る
。
副
記
に
、
も
と
得
的
郷
航
比

山
石
部
跡
祉
の
制
殿
に
鋲
箆
し
た
が
、
後
今
の
地
に

移
し
、
小
松
の
在
土
耐
と
し
た
。
般
に
本
祉
の
制
限

は
紡
見
山
の
石
協
榊
枇
を
品
川
精
し
、
山
正
祭
に
付
山
間

府
酌
ら
相
品
川
(
]
が
来
る
を
例
と
し
た
と
い
ひ
、
式
内

容
硲
脳
犯
に
も
、
『
本
折
山
正
耐
枇
。

小
松
木
折
銀

座
。
皆
川
田
一
苫
。
行
古
得
総
郷
府
南
山
石
抑
制
副
鋲
隆

之
曜
、
巾
古
制
的
子
此
地
一
古
0
』
と
何
じ
越
を
促
し
て

ゐ
る
。
明
治
八
年
六
且
駐
磁
を
木
折
日
士
口
抑
制
と
改

め
た
。
モ
ト
ヲ
リ
ジ
ヨ
ウ

本

訴

披

能
尖
川
小
松
町
街

毛
ト

八
五
O


